
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

声援と言葉の力 

保健主任 谷口 由美         

「その調子。がんばって。」 

昨年の城山登山競走大会である児童が母親から掛けてもらった言葉です。その児童は「沿道

に立って声援を送る母の姿が見えた瞬間，息苦しさが飛んでいったように感じ，母の声援に

力をもらい最後まで走り切ることができた。」と話しました。 

先日，私はあるスポーツメディアが検証した「応援されることによるパフォーマンスの変

化」の記事を読みました。バスケットボール選手に検証することは伝えず，走行距離や心拍

数、ステップ数などを測る装置を着用させ，試合をしてもらいました。すると，観客なしの

試合前半に対して，観客と声援がある試合後半では，選手の運動量は約20％も向上したそう

です。選手自身も「観客の声援にモチベーションが上がって，自然と体が動いた。」と明らか

な違いを実感していました。 

このことから，声援や言葉には人の心を動かす力があると考えられます。スポーツの場面

だけでなく，日ごろの関わりの中で子供たちに掛ける言葉が影響を与えることを理解し，子

供たちの心に響く効果的な言葉掛けを意図的に意識的に行うことが大切だと思いました。 

12月５日，「城山登山競走大会」を開催します。本大会は，70年以上続く本校の伝統行事で

す。子供一人一人が自分の目標に向かって参加します。これまでのがんばりを称賛し，「いい

よ。いいよ。」，「ナイスラン。」，「すごいよ。」等，子供たちへの温かい声援をお願い致します。 

鹿児島市立山下小学校 
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年間一事徹底「きれいに整える」 
 

【12月の目標】 

生活：身の回りの整理整とんをしよう 

保健：心の健康を守ろう 

11月１日（水）から７日（火）までの「地

域が育む『かごしまの教育』県民週間」に，

本校では「山下小 学校参観」を実施しまし

た。４日間で保護者の皆様や地域の方々な

ど，延べ300人以上の来校があり，本校の教

育活動や子供たちの学校での様子を参観し

ていただきました。 

参観後のアンケートには「子供たちの一

生懸命な姿を見ることができてうれしかっ

た」，「子供たちの成長を感じることができ

た。」などの感想をいただきました。 

今後とも本校の教育活動への御理解と御

協力をよろしくお願いします。 
 

山下小 学校参観（11月１日～７日） 

 １日（金）甲東中学校入学説明会【６年】 

３日（日）山下マルシェ 

４日（月）13:15下校【全校】 

５日（火）Ｂ校時，城山登山競走大会 

学級ＰＴＡ【全学級】 

13:00下校【１～３年】，14:30下校【４～６年】 

７日（木）Ｂ校時 冬季教育相談 

13:00下校【１～３年】，14:30下校【４～６年】 

８日（金）Ｂ校時 城山登山競走大会予備日 

13:00下校【１・２年】，14:30下校【３～６年】 

９日（木）土曜授業，山下校区青少年健全育成大会 

12日（火）Ｂ校時 冬季教育相談 14:30下校【全校】 

     がん教育【６年】 

13日（水）Ｂ校時 冬季教育相談 14:30下校【全校】 

14日（木）Ｂ校時 冬季教育相談 14:30下校【全校】 

15日（金）Ｂ校時 冬季教育相談 14:30下校【全校】 

22日（金）２学期終業式 給食後12:30下校【全校】 

【すこやか週間】 １日（金）～５日（火） 

12月の主な行事予定 

※ 行事等が中止や延期になる場合は，「山下小

安心メール」にてお知らせします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【鹿児島市小学校水泳記録会】 

〇 ５年男子25ｍ自由形 〔２位〕S・E 

〇 ５年女子100ｍリレー〔10位〕Y・A，K・F，N・S，H，A 

【鹿児島市小学校陸上記録会】 

〇 ６年女子走り幅跳び〔10位〕 U・N 

〇 ６年男子400ｍリレー〔10位〕T・A，H・T，N・H，G・H・M 

【伊藤園おーいお茶新俳句大賞】〔佳作特別賞〕６年 S・K 

〔佳作〕４年 S・A  ６年 S・H  ６年 N・I     

【第60回記念南日本硬筆展】〔県小学校国語部会賞〕３年 O・Y 

【県児童生徒作文コンクール ～鹿児島県審査～】〔特選〕４年 H・Y  ４年 M・K 

【未来型デジタルスキルコンクール】〔学校賞〕山下小学校 

○ コンピュータ・グラフィックス部門（絵画の部） 

〔教育長賞〕６年 B・S  〔特選〕５年 H・K  〔入選〕２年 H・T 

○ コンピュータ・グラフィックス部門（デザインの部） 〔特選〕１年 I・O 

【「椋鳩十文学記念館賞」全国読書感想文コンクール】〔入選〕６年 Y・S 

【南九州市かわなべ青の俳句大会】〔特選〕２年 M・K  ６年 S・K 

 11月21日，「ふれてみよう！かごんま弁事業」に４年生が参加 

しました。鹿児島弁検定協会の方々が，鹿児島弁の劇やクイズを 

してくださいました。 

鹿児島弁にたくさん触れることで，鹿児島への興味・関心を高 

め，郷土のよさを実感することができました。 

 

おめでとう ～コンクール入賞者等の紹介～ ※敬称略 

 

ふれてみよう！ かごんま弁 

 

研究の成果は子どもたちの姿で  ～山下小公開研究会～ 

」 

 
 

11月10日（金）に山下小公開研究会を開催しました。今年は４年ぶりに新型コロナ感染症

対策等の人数制限を行わなかったこともあり，県内各地から多くの教職員が参加されました。 

今年度の研究テーマ「子供が自らの可能性を発揮する学びのデザインⅡ－個別最適な学び

と協働的な学びの一体的な充実を目指して－」に基づき，６つの班（国語，算数，体育，道

徳，外国語活動・外国語科，特別支援教育）が研究を重ねてきた取組，実践を公開しました。 

４年１組では，体育科「自分のめあてに向かって！マット運動」の授業を行いました。子

供たちが「自分のめあて」をもち，その「自分のめあて」の解決に向けて主体的に学習材（道

具）や場，友達との関わり（声掛け，補助）など学習方法を選択して課題に取り組むことが

できました。授業を進める度に，子供たちの「できた」，「分かった」が増え，充実感いっぱ

いで授業を終えたり，次時を楽しみにしたりする姿が「研究の成果は子どもたちの姿で」を

実感できる瞬間となりました。 

午後からの各教科等の分科会では，本校の取組 

や実践についてたくさんの質問や御意見をいただ 

き，熱心な研究協議が行われました。参加者から 

は，「有意義な時間になりました。学校で早速， 

実践してみたいです。」，「明日からの実践に生か 

せる取組が多くあり，勉強になりました。」など 

の感想を多くいただきました。公開研究会を通 

して明らかになった成果と課題を検証し，今後 

もさらによりよい学校づくり，授業づくりに取 

り組んでまいります。 


